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「カミンズ教授との出会い ― 日本の年少者教育と母語の重要性」講演録 
中島和子（トロント大学名誉教授）
講演　２












資料３．関係者一覧   
　本講演会の開催趣旨は以下の３点にまとめられる。
①　毎年 2 月 21 日は、ユネスコ（国際連合教育科学文化機関 UNESCO）によって 1999 年








この日が言語運動記念日 Language Movement Day とされていた。バングラデシュとサウジア
































































2000 人おり、その約半分が中国帰国者 3 世、4 世だと聞いております。兵庫県では人権教育









　カミンズ先生は、現在 Canada Research Chair という大変名誉あるタイトルをお持ちの応用
言語学の世界的権威で、1978 年からトロント大学教育大学院 (OISE) で大学院生と現場教師






の所属大学に研究資金を提供するというものです。したがって、Canada Research Chair であ
るということは何らかの分野で世界の先端を行くカナダが誇る世界的権威であるということ
の証と言えるのです 。
　私は、幸いなことにトロント大学赴任当初の 1978 年から 1986 年の 8 年間、カミンズ先生
と一緒に様々なプロジェクトに関わらせていただきました。この８年間のカミンズ先生のご



































のです。 Stern 教授 は「ちょっと待っていなさい」とおっしゃられ、そして若々しいカミン
ズ先生を連れて帰って来られて一緒にプロジェクトをするようにと勧めてくださったので
す。これは忘れられない思い出です。
　幸運なことに、カミンズ先生をはじめ、 OISE の Swain 先生などと一緒にトロント補習授
業校調査をすることになりました。みなさんがご存知のカミンズ先生の理論である BICS と











いうことに注目して BICS と CALP という概念を提唱されていました。それが 2000 年以降、
BICS と CALP という 2 項対立の概念が誤解を招くということで、 CF、DLS、ALP の三つに
区分されるようになりました。まず CF は、 会話の流暢度 (Conversational Fluency) です。従
来の BICS に相当する言語面で、その習得には大体２年ぐらいかかります。つぎに新しく加
わったのが、DLS、つまり 弁別的言語スキル (Discrete Language Skills) です。ひらがなやカ
タカナの文字習得や、基礎文型の習得などである程度ルール化ができる部分で、習得にかか
る時間がそれぞれのスキルによって異なります。DLS はこれまで CALP の一部に組み込ま
れていましたが、どのスキルも 5 年から 7 年という長い時間はかからないのです。 ALP は 





ンズ先生がされていました。ですから、1985 年に OISE の Modern Language Centre ( 現在の


































































































































を見てみますと、まず (1) に相当する「詰め込み主義」から、(2) に相当する「ゆとり教育」

















調べていただきました。まず放火事件を起こしたのは、4 歳で来日して現在 15 歳になるブ



















子供が就学初期に学校言語の会話力をいかに速く ‘ ピックアップ ’、つまり自然に覚え
てしまうかということに人はよく驚く（学習言語では母語話者に追いつくにはずっと長
い時間がかかるが）。ところが、教育者がなかなか気づかないのは、子供の母語の力が
























の一つをご紹介したいと思います。この調査は、日本生まれの中国語を母語とする CLD 児 










された子供の数は、日本人児童 32.1％、CLD 児 7.9％でした（図１参照）。 CLD 児は全員日
本生まれの子供ですが、学年相当の読解力があると判断されたのは極めて少なく、日本人児
童 57.1%、CLD 児 12.7% でした。読解力を A、B、C、D の４段階に判定した結果、もっと
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本林響子 (2006)「カミンズ理論の基本概念とその後の展開― Cummins (2000)　“Language, 

































































































５．日本とカナダの学校教育の成果の比較（OECD の PISA 2009 の研究より）
　それでは、カナダと日本における学校教育の成果についてちょっと見てみましょう。ここ







































































































　次の『英語学習者の教育』 [Genesee, Lindholm-Leary, Saunders & Christian, 2006. pp. 176-222]
からの引用ではほかの研究総括を示していますが、ここでもまったく同じ結果が報告されて
います。
さまざまな研究は一貫して ELL（英語学習者）の教育的成功はその生徒の L1 での教育
の継続と正の関係があるということを明らかに示している・・・ほとんどの長期的な研
究はそうしたプログラムに生徒がいる期間が長ければ長いほど生徒にとって好ましい結


















































































































































































































































■ August, D. and T. Shanahan (Eds.) 2006 Developing Literacy in Second-Language Learners: 
Report of the National Literacy Panel on Language-Minority Children and Youth. Routledge.
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■ F. Genesee, K. Lindholm-Leary, W. Saunders, & D. Christian (Eds). Educating English Language 
Learners. New York: Cambridge University Press.
■ www.multiliteracies.ca (Multiliteracies project)
■ www.curriculum.org/secretariat/archive.html (webcast on Teaching and Learning in Multilingual 
Ontario)
■ www.edu.gov.on.ca/eng/literacynumeracy/inspire/research/whatWorks.html (short pdf files on 
“what works” including Literacy Development in Multilingual Schools by Jim Cummins)
■ Literacy, Technology and Diversity: Teaching for Success in Changing Times (Jim Cummins, 
Kristin Brown, & Dennis Sayers; Allyn & Bacon [Pearson Education], 2007) (http://www.
allynbaconmerrill.com/bookstore/product.asp?isbn=020538935X&rl=1)
■ OECD (2010) PISA 2009 Results: Overcoming Social Background – Equity in Learning 











































































スミス：CALP の運用能力を得るには、5 ～ 7 年かかるとおっしゃっていますが、加藤学園
のようなイマージョン・プログラムでは、2、3 年でそれが達成されるようです。それはな
ぜでしょうか。

















































































13:00　 開会　　     　 司会：清水政明 
13:00-13:20 主催者挨拶
 大阪大学世界言語研究センター長　　   　　　高橋　明
 実行委員長　　     　　　　　　　真嶋潤子
13:20-14:10　講演１　　　　　　　　　　　　　中島和子（トロント大学名誉教授）
　「カミンズ教授との出合い　−日本の年少者言語教育と母語の重要性」
Kazuko NAKAJIMA, Professor Emerita of the University of Toronto. 
“Encounter of a  Brilliant Mind: Educational Theories of Dr. Jim Cummins and the 





Jim CUMMINS, Professor of the Ontario Institute for Studies in Education (OISE), 　
the  University of Toronto
“Languages in Contact : Implications of Linguistic Diversity for Educators and  Policy-
makers”      　逐次通訳：佐野愛子、深井美由紀
16:00-17:00　指定質問者による質疑応答および会場からの質疑応答
 太田晴雄（帝塚山大学教授）、安野勝美（大阪府教育センター指導主事）、









Research Institute for World Languages (RIWL), Osaka University
共催：大阪大学外国語学部 
School of Foreign Studies, Osaka University
協力：母語・継承語・バイリンガル教育（MHB）研究会　
Mother Tongue, Heritage Language, and Bilingual Education Research 
Association
大阪大学大学院言語文化研究科 
Graduate School of Language and Culture, Osaka University
後援：( 社 ) 日本ユネスコ協会連盟  National Federation of UNESCO Associations in Japan
大阪ユネスコ協会  The Osaka UNESCO Association 
大阪府教育委員会  Osaka Prefectural Board of Education
( 社 ) 日本語教育学会  The Society for Teaching Japanese as a Foreign Language
日本言語政策学会  The Japan Association of Language Policy
( 社 ) 大学英語教育学会  The Japan Association of College English Teachers
国際ベトナム語教育学会  International Association of Teaching Vietnamese
日本ロシア文学会  Japan Association for the Study of Russian Language and Literature
中国語教育学会  The Japan Association of Chinese Language Education
日本タイ学会  The Japanese Society for Thai Studies
在大阪・神戸フィリピン共和国総領事館  Philippine Consulate-General in Osaka
在大阪インド総領事館　 Consulate General of India in Osaka
タイ王国大阪総領事館  Royal Thai Consulate-General, Osaka
学校法人大阪朝鮮学園  Osaka Korean Schools
学校法人加藤学園  Katoh Schools
神戸ドイツ学院ヨーロピアンスクール  Deutsch Schule Kobe European School(DESK) 
コリア国際学園  Korea International School
学校法人ニューインターナショナルスクール  New International School of Japan
学校法人金剛学園　 Kongo Gakuen Elementary, Middle & High School
学校法人白頭学院建国学校  Educational Foundation Baekdu Hagwon
学校法人大阪中華学校  Osaka Chinese School
箕面市国際交流協会  Minoh Association For Global Awareness (MAFGA)
















マイク・ボストウィック ( 加藤学園ディレクター )
大上　正直（大阪大学教授）
櫻井　千穂（大阪大学大学院博士後期課程）
通訳：
佐野　愛子（北海道札幌藻岩高等学校教諭）
深井美由紀（京都アメリカ大学コンソーシアム講師）
学生スタッフ：
ウリガ、フランチェスカ・パラマ（大阪大学大学院博士後期課程）、孫成志（大阪大学
大学院博士後期課程研究生）、香月裕介、吉兼奈津子、朴錦花、千葉朋美、北口信幸、
井出恭子、大上脇子、寺地佳美、近藤美佳、柿内良太、田中真衣（大阪大学大学院博士
前期課程）
記録：
ビデオ撮影：並川嘉文（世界言語研究センター特任助教）　　
アシスタント：佐藤　亘
写真撮影：千々岩宏晃（大阪大学外国語学部日本語専攻）
大阪大学世界言語研究センター研究協力係：
　　河内谷名保子、米山明泉
（2011.07.21　受理）
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